








 

研究目的: 

鹿児島市立病院において,昭和 51 年 1 月 31 日に出生した「五つ子」は,同病院

産婦人料を始めとして,関係者のチームワークと努力により,全員無事保育に成

功しえたことは周知の通りである。1)しかしながら多胎,低出生体重など大きな

ハンディキャップを有しているこれらの小児に対しては,長期間成長,発育を追

跡し,必要があればもつとも適切な処置をとることは必要なことであり,またこ

のような小児の追跡研究は,今後の周産期医学,新生児医学のあり方を考える上

にも大切なことと考えられる。 

そこで研究協力者は,これらの小児について,発達神経学的検査をおこない,運

動発達との関係について検討をおこなった。 


